
【実施場所：北海道学習センター（札幌）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 遠藤  泰 
概要：植物、菌あるいは化学合成などから見つけられた物質が、試験管中での実
験や細胞、動物実験を経て、病気へ効果があり、安全性が高いと予測される「薬
の候補」となります。「薬の候補」は健康な人や患者の協力によって、効果と安
全性を調べられ得られた成績を国が審査して「薬」となります。具体例を示しな
がら論理的思考や研究実践法について学習します。 
  

テーマ 
(区分) 

物質が「薬」になるまでを
学ぶ      （１）（２） 

実施 
日時 

３月 ９日（土）13：00～14：30 
３月 ９日（土）14：40～16：10 
３月１０日（日）13：00～14：30 
３月１０日（日）14：40～16：10  

氏名 蠣崎 悌司 
概要：札幌市内で、大量のスプレー缶を室内処理し、充満したガスによる爆発事
故が起きました。すでに学んだ科学の知識と生活体験をもとに類推すれば、大事
故は未然に防げたように思います。伊藤明夫「環境・くらし・いのちのための化
学のこころ」を読み、くらしの中で日常的に起こる現象を振り返ってみたいと思
います。参加を希望される方は、本書（裳華房）の第１部第１章「水－最も身近
な環境－」を読んできてください。テキストは該当部分を配布しますので、購入
の必要はありません。 

テーマ 
(区分) 

『化学のこころ』くらしの
中で起こる現象を振り返る                       

（１） 

実施 
日時 

２月 ３日（土）15：30～17：00 
２月１７日（土）15：30～17：00 
３月 ２日（土）15：30～17：00 
３月 ９日（土）15：30～17：00  

氏名 新川 貴紀 

概要：スマートフォンやパソコンを通してオンラインで読むことができる論文が
増えてきましたので、そのような心理学に関する論文の探し方をご紹介します。
また、それぞれの興味関心がある研究の論文を検討し、心理学の研究がどのよう
な方法により実践されているのかを知ることを目的とします。  

テーマ 
(区分) 

心理学研究の探し方と読み
方         （２） 

実施 
日時 

２月 ３日（土）13：00～14：30 
２月１０日（土）13：00～14：30 
２月１０日（土）14：40～16：10 
３月 ２日（土）13：00～14：30 

氏名 張  博一 概要：様々な国際問題の中から、今年は「東京電力 ALPS 処理水の放出と中国に
よる日本水産品輸入制限」を取り上げます。 
前半では、この問題に関する国際法を理解していただくために、論文を読みます。
後半は「模擬国連」(受講生が各国の大使になりきり、実際の国連の会議を模擬す
る活動)というゲーム方式を用いて、チームに分かれて自国の国益を考慮しながら
も、国際社会としての問題解決に貢献するための方策を検討していただきます。 
国家間の対立ではなく、協力するための方策を模索する内容ですので、気軽にご
参加ください。  

テーマ 
(区分) 

模擬国連を通じて国際協調
を考える    （１）（２） 

実施 
日時 

２月 ４日（日）10：30～12：00 
２月 ４日（日）12：30～14：00 
２月１０日（土）10：30～12：00 
２月１０日（土）12：30～14：00 

氏名 吉野  巌 
概要：心理学研究を行うには、関連する先行研究（実験論文）を読む必要があり
ます。この基礎ゼミでは、実験論文（認知・教育・音楽心理学等から選定）を 2
本ほど読むことにより、実験論文の読み方を身につけることを目的とします。1
日目は、教員が用意した論文を輪読し、実験内容や統計的分析の意味を解説しま
す。2 日目は、受講生の希望も踏まえて論文を選び、受講生には、論文の担当部
分のレジュメを作成し内容を発表してもらいます。  

テーマ 
(区分) 

心理学実験論文の読み方  
（２）（３）  

実施 
日時 

２月１０日（土）13：00～14：30 
２月１０日（土）14：45～16：15 
３月 ２日（土）13：00～14：30 
３月 ２日（土）14：45～16：15 

２０２３年度第２学期の客員教員による基礎ゼミを開講します。 
つきましては次のとおり受講生を募集しますので、ご応募ください。 
 
対 象 者；本学学生（ただし、定員を超える場合は、全科履修生を優先する。） 

募集人数；各ゼミ１０名（応募者多数の場合は抽選） 

応募締切；１月１１日（木） 

応募方法；①学生番号・氏名、②希望するゼミ教員名（第３希望まで）、③メールアドレス（テキスト送付

や開講中止となった場合等の連絡用）を学習センターに連絡してください。 

℡：（０１１）７３６－６３１８、fax：（０１１）７３６－６３１９ 

決定通知；受講が決定した方には、受講決定通知を送付します。 

備  考；締切後に空席のあるゼミについては、先着順にて受付けますのでお問合せください。 

不測の事態発生により、開講中止となる場合や、Web 会議システムでの開講方式に変更する

場合（講義内容も一部変更）がありますので、あらかじめご了承願います。 
 
開講区分；（1）論理的思考法、（2）研究実践法、（3）論文作成法 
＊卒業研究の履修希望者は、上記の三カテゴリーをすべて受講した上で申請することを推奨します。 



【実施場所：旭川サテライトスペース（旭川）】 

 

 

  

 

 

 

 

氏名 高橋 雅治 
概要：ゼミの目的は、論文で多用される基本的な文章パターンを使って英語論
文を簡単に執筆する方法を身につけることです。文章パターンのテキストを用
いて初学者でも理解できるような易しい内容を予定しています。したがって、
英語が得意で無い方でも参加することができます。テキストは該当部分を配布
しますので、購入の必要はありません。 
教科書：「心理学英語［精選］文例集」高橋雅治他著 朝倉書店  

テーマ 
(区分) 

文章パターンによる英語論
文執筆入門（３） 

実施 
日時 

 
３月 ２日（土）14：00～17：00 
３月 ９日（土）14：00～17：00 

 

基礎ゼミ 

 


